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1口 はじめに

2004(平成16)年の国立大学法人化にともなっ

て,国立大学の職員採用試験が従来の国家公務員

試験の適用外となったため,人事院が実施する国

家公務員採用Ⅱ種試験「図書館学」が廃止された。

その結果,国立大学法人等職員統一採用試験が開

始され,図書館職員の採用は,「事務系」の図書

という区分で実施されるようになった。この試験

は,全国 7地区 (北海道,東北,関東甲信越,東
海 0北陸,近畿,中 国・四国,九州)の各実施委

員会が行い,採用 も地区ごとに行われている
1)。

試験名称は,地区によって,国立大学法人等職員

統一採用試験
2)や

国立大学法人等職員採用試験

が使われていた。 しかし,令和 3(2021)年 度か

ら7地区で国立大学法人等職員統一採用試験の名

称が用いられるようになった。そこで,本稿では
,

この試験の正式名称を国立大学法人等職員統一採

用試験「事務系 (図書 )」 と記 し,略称 として国

法 (図書)を用いる.国立大学の法人化から18年

経過 し,国法 (図書)は ,安定運用の段階に入っ

てきた.しかし,国立大学法人の図書館職員採用

試験の変遷や採用試験問題を詳細に分析 した研究

は十分には行われていない。

そこで,本研究では,国立大学法人等職員統一

採用試験「事務系 (図書 )」 (略称 :国法 (図書))

に関する基礎研究の一環として,国法 (図書)の

図書系専門試験 (筆記試験)を 網羅的に収集 し,

採用時に国立大学法人の図書館職員に求められた

専門的知識について分析・考察 した。

研究方法としては,文献調査と試験問題の分析

調査を用いた。文献調査では,国立大学法人の図

書館職員採用試験に関する文献 (図書,雑誌論文 ,

採用試験の広報資料 (パ ンフレット,試験案内
,

各地区の実施委員会 Webページ発信情報))を
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網羅的に収集 し,そ れらを分析・整理 した。試験

問題の分析調査では,各地区の実施委員会 Web
ページで公開されている図書系専門試験 (筆記試

験)を対象として,平成16(2004)年度から令和

2(2020)年 度までの17年 間の試験問題を収集 し

分析 した。

国立大学法人の図書館職員採用試験を紹介 した

文献は,時々発表されてきた。2005年 に,長坂み

どり (京都大学附属図書館)は ,国立大学の法人

化と図書館職員について論 じている。法人化後の

国立大学の図書館職員の採用方式や採用試験につ

いて概要を記 しているが,試験問題の内容につい

ては言及されていなぃ 31。
2008年 に,大阪大学附

属図書館の平元健史と片山俊治は,国立大学法人

の図書館職員の人事制度について論 じている.採

用のところで国法 (図書)についても簡単に言及

しているが,詳細な内容までは触れられていなぃ4.

2007年 に 大庭一郎らは 国家公務員採用Ⅱ種試

験「図書館学」の 7年分の試験問題 (平成 9-15
年度)と 国法 (図書)の 3年分の試験問題 (平成

16-18年 度)を収集 し,採用時に国立大学の図書

館職員に求められた専門的知識について考察した

が,国法 (図書)は十分に分析されていなぃ 5)。

2.国立大学法人等職員統一採用試験の概要

2.1 第一次試験

1985(昭和60)年 から2003(平成15)年 までの

19年 間,国立大学の図書館職員 (正規職員)は ,

人事院が実施する国家公務員採用Ⅱ種試験「図書

館学」 (略称 :国 Ⅱ (図 書館学))の合格者から
,

各大学の面接試験を経て採用されていた
6)。

2004

(平成16)年 の国立大学法人化にともなって,国
立大学法人等職員統一採用試験が開始され,図書

館職員の採用は,「事務系」の図書の区分で実施

されるようになった。この試験は,全国 7地区の
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各実施委員会が行い,採用も地区ごとに行われて

いる.受験資格は,平成16(2004)年 度は「昭和

50年 4月 2日 から昭和60年 4月 1日 生まれの者」
7)

と記され,平成19(2007)年度まで受験年齢の両

端が記されていたが,平成20(2008)年度には「昭

和54年 (1979年 )4月 2日 以降に生まれた者」
8)

に記載が変わり,令和 4(2022)年 度は「平成 4

年 (1992年 )4月 2日 以降に生 まれた者」
9)と

記されている。なお,国法 (図書)を受験する際

に,司書資格は求められていない。

国法 (図書)の試験方法は,第一次試験で教養

試験 (多肢選択式)を行い,第二次試験で図書系

専門試験 (筆記試験)と 面接考査等が実施されて

いる。第一次試験の教養試験は,全試験区分に課

され,試験時間は120分で40題全問必須解答であ

る。試験内容は,多肢選択式による筆記試験 (大

学卒業程度)であ り,一般知識20問 (社会 7問
,
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人文 7問,自 然 6問 ),一般知能20問 (文章理解

7問 ,判 断推理 8問 ,数的推理及び資料解釈 5問 )

の計40間である
10)。

国立大学法人の図書館職員志

望者は,第一次試験に合格 しないと第二次試験の

図書系専門試験 (筆記試験)を受験することがで

きない。そこで,教養試験に合格できるように
,

人文 0社会・自然科学の幅広い教養力を育成する

ことが必要である11)。

国法の受験者は,第一次試験の段階から全国7

地区の各試験会場に出向いて,試験を受験する必

要があった。しかし,COVID-19の 流行を受けて
,

令和 3(2021)年 度から,第一次試験地は,採用

希望地区に関わらず,受験に便利な地区を選択で

きるように改善された12)。

表 1は ,国法 (図書 )

の試験施行日程をまとめたものである。近年の第

一次試験は,7月 上旬に実施されている。

表 1,国法 (図書)の試験施行日程

年度 第1次試験
第 1次試験合 各者発表 第 2次試験 (笙記 )

開 始 事零吾日 ±11区 計脚瞼目

-|r,r 
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'
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11
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lil日 11]目 1■ || ]Ll,|ヽ
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lil月 1:|||:1日 |1日

|||=1日 l FI目 |十 1
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(注)7地区は a三 関東甲信越,b:北海道,c:東北,d:東海 0北 陸,e三 近畿,f:中 国・四国,g:九州と記す

出典 :国立大学法人等職員統一採用試験の各地区Webペ ージ.
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表 2.国法 (図書)の実施結果

(注)( )内は,女性で内数を示す。一は,採用が無かった年を示す

出典 :国立大学法人等職員統一採用試験の各地区Webページ.
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2.2 第二次試験

(1)図書系専門試験 (筆記試験 )

第二次試験の図書系専門試験 (筆記試験)は ,

新試験の導入後,年度によって出題形式に変更が

加えられてきた.平成16(2004)年度は,7地区

のうち,関東甲信越地区と,そ の他の 6地区合同

の 2種類の試験が実施された (こ の年度の関東甲

信越地区の試験問題は未公開)。 6地 区合同の試

験問題では,多枝選択式50題で解答時間 3時 間,

記述式 1題で解答時間 1時間が採用された。翌年

か らは 7地 区合 同の試験 問題 とな り,平 成17

(2005)年 度は問題数30題,平成18(2006)年度

は問題数20題で,解答時間は2時間であった。問

題形式も変化 し,多枝選択式ではなくなった.専

門試験の出題内容は,図書館学概論,図書館資料

論,資料組織論,資料利用論,図書館管理論,情

報管理論である。近畿地区では,平成17(2005)

年度から平成19(2007)年度まで,専 門試験 (記

述式)の 問題を小論文筆記試験 と題 して解答時間

1時 間で 1題実施 していた
13)。

国法 (図 書)は ,

国Ⅱ (図書館学)と 異なり,試験専門委員が公開

されていないが,国立大学の図書館職員が作問し

ていると考えられる
14な

お,平成21(2009)年

度の近畿地区は,新型インフルエンザ流行の影響

で専門試験を他の地区と別日程で実施 したため
,

試験問題が他の地区と異なっている。

国立大学の法人化から18年経過 し,国法 (図書 )

は,平成16(2004)年度から令和 4(2022)年 度

まで計19回 の試験が実施され,安定運用の段階に

入ってきた。表 2は ,国法 (図書)の実施結果で

ある。国Ⅱ (図書館学)は全国区で実施されてい

たが,国法 (図書)は全国 7地区で実施されるた

め,年度や地区によって,第一次試験の合格者や

倍率に違いが生 じている。なお,平成24(2012)

年度から,第一次試験合格者の採用機会の増加を

図る観点から,事務系 (図書)と 技術系の試験区

分の第一次試験合格者名簿の他地区への提供が開

始された
15)。

表 3は ,平成16(2004)年度以降の図書系専門

試験 (筆記試験)の 問題数と解答時間をまとめた

ものである.平成18(2006)年 度から平成28(2016)

年度までは,解答時間120分で問題数は概ね20問

であった。しかし,平成29(2017)年度以降,解
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答時間90分,問題数15～ 16間 に変更されてきた。

表 4は ,令和 3(2021)年 度の各地区の図書系

の申込者数,第一次試験合格者数,採用予定数 ,

倍率をまとめたものである.各地区の採用予定人

数が少ないため,図書系専門試験 (筆記試験)の

成績だけでなく,面接考査等の比重が高まってい

る,と 考えられる。

表 3.図書系専門試験の問題数と解答時間

年 度 豊題数 時間 1分 l

平成1轟 〔貨輔41 碁③ lS勲

平成1了 〔2輔 15, 30 12藝

平成18:卸幅 ) 2尋 12暑

平成 1轡 :重輔丁i 25 1重 霧

平成2暑 :帥輔 i 2魯 12磐

ユニユFli21 12磐磐警) 18 12霧

・二
「気21 :2魯磐轡i

近畿
2曇 120

平成221帥 1審 l 2尋 1重 磐

平成231鱒 111 2癬 12曇

平成24:鱒 12i 20 1貨 磐

平成251鱒 13) 21 12磐

平成261飾 141 20 12霧

平戒27キ帥 15} 21 12磐

平成2磐 :帥 1轟 l 20 12攀

平成2つ :飾 171 15 II)曇

平成3① l鱒 18i 1轟 轡磐

令稲元 :帥 19〕 16 1]l磐

十欄212鍵③〕 1暴 轡攀

十相3(2鍵 1〕 1懇 III曇

出典 :図書系専門試験問題。2004-2021

表 4.令和 3年度の国法 (図書)の実施結果

地 区 申込音 1次合格者 採用予定 倍 事

北海道 45 16 11,5

童 北 17 8.5

闘東甲信越 157 32 22,4

菫海・北睦 37 11 12.3

近畿 43 21 23.0

中国・霞1目 37 12 12.3

九燿 51 14 12.3
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(2)面接試験

国法の試験区分には,事務系 (事務,図書)と

技術系 (電気,機械,土木,建築,化学,物理
,

電子・
1青報,資源工学,農学,林学,生物・生命

科学)が設定されてお り,第一次試験 (教養試験 )

は,全ての試験区分に課されている。次に,第二

次試験では,全試験区分で面接考査等が行われる。

この第二次試験は,各国立大学法人等によって
,

第一次試験合格者に対 して個別に日程を設定 して

実施される。なお,第二次試験の面接考査等の段

階で,「事務系 (図書 )」 では,図書等の専門Lを

把握するために全地区共通の図書系専門試験 (筆

記試験)が実施され,技術系では,各国立大学法

人等で各試験区分に関する専門的知識について考

査される
16)。

「事務系 (図書 )」 の場合,図書系専門試験 (筆

記試験)の終了後に,各国立大学法人等で第二次

試験の面接考査等が行われる。第二次試験の内容

は,面接考査が中心で,イ固別面接だけでなく,集
団面接や集団討論が行われたり,論文試験や適 1生

検査が課されることもある。また,エ ントリー審

査 (書類選考)を行う機関もある。面接は複数回

設定される場合が多 く,合格者が次の段階 (面接 )

に進むようになっている
17)。

国法の試験区分「事務系 (事務 )」 と「事務系 (図

書 )」 では,採用予定数に対 して第一次試験合格

者が多めに設定されているため,面接試験の比重

が高まっている。面接試験の詳細は,紙数の関係

で,別 の研究で検討する
18)。

3.図書系専門試験 (筆記試験)の分析

3口 1 分析の方法

図書系専門試験 (筆記試験)の 17年 間 (平成16

(2004)一 令和 2(2020)年 度,平 成21(2009)

年度近畿地区も含む)の試験問題,計386題 を収

集 し,以下の4つの観点で分析 した。

(1)出題テーマ分析

17年 間386題 を出題テーマで分類 した。出題テー

マは,原則 として,各問題の主題を表 している記

述を抜 き出した.次に,各問題の出題テーマは
,

専門試験の出題内容の図書館学概論,図書館資料

論,資料組織論,資料利用論,図書館管理論,情
報管理論の 6分野に分類 した。さらに,6分野内

に問題のテーマを表す項 目を立て,試験問題を出

題テーマごとに分類 した。また,英語問題 も,同

様に分析を行なった。

(2)キーワー ド分析

キーワー ドは,原則,問題文や解答 (386題 の

全解答作成)の 中から候補の語句を抜 き出し,同

義の日本語,略称,欧文表記は同一とみなし,複

数ある場合にはこの順序で優先 した。さらに,『 図

書館情報学用語辞典 第 5版』
19)と 『図書館 1青

報学用語辞典 第 4版』
20を

用いて,キ ーワー

ドの統一を図った。

(3)出題形式の分析

17年 間386題 を出題形式で分類 した。出題形式

は,2011年 に隅敦 (富 山大学)が全国教員採用試

験問題「図画工作科」の分析で用いた分類を踏ま

えて,「五肢択一」「穴埋め (記入式)」「穴埋め (選

択式)」 「選択」「記述 (文章)」 「記述 (用語)」 「記

述 (式 )」 「正誤判定」「計算」「図示」「並び替え」

に分類した。英語問題も,同様に分析を行なった
21)。

(4)大学図書館員に必要な知識・技術

大学図書館員に必要な知識・技術については
,

2006年 に永田治樹 (筑波大学)が発表 した「大学

図書館員の知識ベース」
22)と

2007年 に国立大学

図書館協会人材委員会が作成 した『大学図書館が

求める人材像について』
23で

提唱された知識 0

技術 と図書系専門試験 (筆記試験)の 出題内容を

比較対照 し,分析を行なった。

3日 2 分析の結果

(1)出題テーマ分析

表 5は ,国法 (図書)の 出題テーマの一覧であ

る。分野別出題件数は,①図書館資料論 (108件 ),

②図書館学概論 (87件 ),③資料組織論 (79件 ),

④情報管理論 (40件),⑤資料利用論 (38件),⑥

図書館管理論 (34件)の順番であった。出題テー

マでは,「学術情報の流通と各種資料」 (33件)が
最も多く,次 に「目録法」(31件 ),「 レファレン

ス情報源,データベース」(26件),「分類法」 (26

件),「 著作権法,公貸権」(22件 )に 関する問題

が多く出題されている。テーマ別の出題例は,以
下の通りである (各問末尾の ( )内に年度と問

題番号を記した)。
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表 5。 国法 (図書)の図書系専門試験の出題テーマ

丁
~7 ‖|: ‖IT ‖||:| ‖|] ‖ill ‖ll ‖il ll肯 ‖li ‖ll:| ‖:」 ‖l[| ‖1: ‖lT ‖il:|| ‖il〕 ‖:‖ ]

図書館学概論 ||

世界|IIII団書I官 申 |:

目‡|lill団書l官申

日書自官|IIIli重
1員と|1曜耳

1:||1乍‖[|li鷺 土l貸権
目

=|:i「

:|1学 ||1情郵正,市 lT

団喜帥情都単|「 |1聞悼‖聞

団喜肯官情都単li「 ||キ :||17¬ ||卜 7■ ―卜|li「
:|||キ :|1等 ||

団」彗肯官::聞枢ユll「 |1用ヨ吾::百ti |」

図書館資料論 10 10 103

督|:1保存

情却1編 |li「:||千

::増
|||||||

1羊昇|1111書 ]備 |||||||∴ 干||

干日古書|こ聞す晉|1用 言吾

雷干ゴデ.1可
「

予|IIIIII‖ |lll団 :彗曹官増ヨ|:|
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17情

却1原 :千 ―夕 |―「
単|li情却|lllll市 涌と:書 .1重督|:|

出片IFII市 涌

淫計:li巽
1月 と晴l ||

苗喜|II:|1点 1帯と廉華

資料組織論 10

書:市コlllロ ー||| ll

il:1早 _珈

Ei景 11

||1目 #日 i景1早印|||

||ギ| ||| ||| |||| ||| ||| ||| ||| ||| ||| |||:||

1刊
|1111 ||| |||だ | ||| ||| ||| ||ll ll

11百 lt

|||1目 ‡十推‖|百 1111111
|||| ||| |||| ||| |||| ||| ||| ||| ||| ||| ||| ||| |||:|

||モ
l l1111 ||| ||| ||| ||| ||| |||

11牛
:名 1票日手と:三 |― 予]

|1早‡件:名標日手| ||| 1午

|||

|モ
llllllll]|| ||| |||| ||| |:||

|||||1掃

[輛弓|||1前

資料利用論

督|||1早 |||1閲覧1彗出|十一ビ7

情却十一ヒ「 :[1マ ァ[.:メ Fサービ7

団書:官干|1用 li育∫1情部||千ラiゴ
ーli育

障害者十一ヒ「
□書館|]互貸|1昔

|ILLI

図書館管理論

□書ll官協力

□書II官サーE「=:面書lill評価 ||:|

日書11建築:il備

国立情椰学研究所1学術情椰セ:中 -111「 1提
||+サ

ービ] |‖

情報管理論

団喜肯官|こ |||||十 FII車
||||卜
」¬一′||II:ITII用

雷平団書館
=|.:riや 一車中||llll基 I単村|li

情都1螂 牽 ||]

データ構借:T III」
||「 ム

計 18 15 15 16 386 386

出典 !図書系専門試験問題.2004-2020。
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「学術情報の流通と各種資料」

・機関リポジ トリの利点 (H26-No。 16)

0学術基盤実態調査における全国の機関リポジ

トリコンテンツ数の合計内訳 (H28-No。 5)

「目録法」

・情報資源の組織化 (H26-12)

・日本 目録規則 1987年 版改訂 3版の「第 2章

図書」に示 されている書誌的事項の情報源

(H28-No.8)

「レファレンス情報源,データベース」

・レファレンスツール (H30-No■ 3)

・データベースの特徴 (R2-No■ 0)

「分類法」

・書架分類と書誌分類 (H28-No。 9)

・日本十進分類法新訂10版 に基づく分類 (R2-

No.6)

「著作権法,公貸権」

・著作権法第三十一条第一項 (H29-No。 3)

・大学図書館における図書館資料の利用及び複

製と著作権法 (Rl―No■ 2)

この他の出題テーマとしては,「情報検索」 (19

件),「 日本の学術情報政策」 (17件 ),「 図書館利

用教育,情報リテラシー教育」(16件 ),「 図書館

学関連の用語,領域」 (14件),「 図書館サービス・

蔵書の評価」(13件)が挙げられる。

英語問題は,17年間に78題出題されていた。英

語問題の分野別出題件数は,①図書館資料論 (28

件),②資料利用論 (18件),③図書館学概論 (15

件),④資料組織論 (14件),⑤図書館管理論 (3

件),⑥情報管理論 (2件 )の順番であった。英

語問題の出題テーマでは,一番目が「学術情報の

流通と各種資料」(15件 )であり,国内外のオー

プンアクセスや機関リポジトリの状況,情報行動

に関する問題が多く出題されてきた。二番目の「図

書館利用教育,1青報リテラシー教育」(12件)では
,

高等教育における情報リテラシー能力の基準や,

ラーニングコモンズの取組みに関する問題が出題

されている。三番目の「図書館学関連の用語,領
域」(8件 )で は,図書館業務に関係する用語や

知的自由に関する問題が多く出題されてきた.

英語問題では,海外の学術情報流通や大学図書

館に関する問題が多く出題されており,個別の大

学図書館の取組みを扱った問題も出題されてい

る.ま た,図書館業務,情報行動,知的自由に関

する問題も多く出題されている。

(2)キーワー ド分析

各問題のキーワードは,専門試験の出題内容の

図書館学概論,図書館資料論,資料組織論,資料

利用論,図書館管理論,情報管理論の6分野に分

類した。出題分野別のキーワードの特徴は,以下

の通りである。

「図書館学概論」は,著作権法,学術情報政策,

図書館史に関する問題が多く出題され,「著作物

(work)」 「機関リポジトリ (institutional repository)」

「デューイ (Dewey,Melvil Louis Kossuth)」 等

のキーワードが多く使われている。

「図書館資料論」では 学術情報流通やレファ

レンスツールに関する問題が多く出題され,「 オー

プンアクセス (Open access)」 「機関リポジトリ

Cnstitutional repository)」 「参考図書」「データ

ベース (database)」 等のキーワー ドが多 く使わ

れていた。

「資料組織論」は,日 録法や分類法に関する間

題が多く出題され,「 日本十進分類法新訂 9版」「日

本目録規則1987年版改訂 3版」「FRBR(Functional

Requirements of Bibliographic Records,書 誌レ

コードの機能的要件)」 「カッター (Cutter,Charles

Ammi)」 等のキーワードが多く使われている。

「資料利用論」では,情報サービスや情報リテ

ラシー教育,障害者サービスに関する問題が多く

出題され,「 レフェラルサービス (referral service)二

「レファレンスサービス (reference service)」 「合

理的配慮 (合理的な配慮)」 等のキーワー ドが多

く使われた。

「図書館管理論」は,国立情報学研究所の提供

サービスや図書館評価に関する問題が多く出題さ

れ,「 総合 目録データベース」「NACSIS― CAT」

「NACSIS― ILL」 等のキーワードが使われた。

「情報管理論」では,情報検索やデータ構造と

アルゴリズムに関する問題が多 く出題され,「論

理積」「論理和」「再現率 (recall)」「精度 (precision)」

等のキーワードが使われていた。
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(3)出題形式の分析

図書系専門試験 (筆記試験)の 17年 間の計386

題を出題形式ごとに分類 した。表 6は ,出題形式

の一覧である。ひとつの問題に複数の出題形式が

見られた場合は,そ れぞれの出題形式を重複 して

カウントしたため,出題形式の総数は419件 であ

る。

平成16(2004)年度の試験問題 (6地区合同)は ,

国Ⅱ (図書館学)を踏襲 して多枝選択式50題で作

問されたため,出題形式は「五肢択一」のみであっ

た.た だし,人事院の作間技法を踏まえて,多面

的な出題が工夫されていた。一方,平成17(2005)

年度以降の作間では,多様な出題形式が採用され

るようになった。

図書館学 20229

17年 間を通 じて,出題形式では,「穴埋め (選

択式)」 (66件)が最 も多 く採用されていた。次に
,

「穴埋め (記入式)」 (64件 ),「記述 (文章)」 (61件 ),

「選択」 (60件),「正誤判定」 (57件),「五肢択一」

(50件 ),「 記述 (用 語 )」 (38件)が多 く採用 され

ている.ま た,出題形式は年度によって偏 りが見

られ,近年は「記述 (式 )」 や「図示」が減少傾

向にある。

英語問題の出題形式 (総数96件)は ,「記述 (文

章)」 (27件 ),「選択」 (15件 ),「穴埋め (選択式)」

(14件),「記述 (用語)」 (11件),「五肢択一」 (10

件),「穴埋め (記入式)」 (10件 ),「正誤判定」 (8

件),計算 (1件)の順番で採用されている。

表 6.国法 (図書)の図書系専門試験の出題形式

出典 :図書系専門試験問題。2004-2020。

表 7.国法 (図書)の図書系専門試験の出題分野別の出題形式

出典 :図書系専門試験問題.2004-2020

-25-

Hl lFI H17 HlF: Hll] H二 |[|| H里 1 H21ト H里 2 H里 |:| H24 H15 Hll:| H二 7 Hlll]| H2ヨ H=CI Rl F=

百 肺 |1冒 一 51:| 50

宙土早よtll i言 P,1式 ||
64

66

1巽IF 60

言己i市 ||す章 ||
61

言己述 |1円語 || 38

言Pi市 ||ゴ
i ll

T言呉判市 57

言十二三

団「〒:

市 [1替 言
言十 5□ |:lCI 21 15 二1 11 211:| 11 里1 21 23 21 |]馬 11 17 22 11:| 2[| 419

til言 嵩 資料 キ1且 1哉 利用 管理 情都 計

五瞳択一 11 11:| 1□ 3 8 50

宣埋虻::1記 _71_式 | 14 1 ::::

=|ミ

| 馬 64

賞埋ぬ 1選1月式 i 21三 | 里斗 4 8 8 66

選択 18 22 ・４
‥ 60

記述 |:文章 || 14 14 1里 11 61

記述 |||:用 語:|
11 15 11 38

記述 |1式
||

6

正誤判定 1ヨ 1〔 | |‐ | 4 3 57

計算 3 3 9

□示 4

並1'替 亀 4

言十 ::IIII 11日 |二 IFI 41 |]1] 斗EI 419



図書館学 問 121

表 7は ,出題分野別の出題形式をまとめたもの

である (出題形式の総数419件 ).

「図書館学概論」の出題形式では,「穴埋め (選

択式)」 (20件)が最 も多 く,図書館史や著作権法

に関する文章の空所に該当用語を選択肢から選ぶ

問題が出題されている。「図書館資料論」の場合 も,

「穴埋め (選択式 )」 (24題)が最 も多 く,参考資

料や学術情報の流通に関する文章の空所に該当用

語を選択肢から選ぶ問題が出題されていた。

「資料組織論」の出題形式では,「穴埋め (記入

式)」 (29件)が最 も多 く,日 本十進分類法の 3桁

の数字の空所を埋める問題が出題された。「資料

利用論」の場合は,「記述 (文章 )」 (12件)が最

も多 く,レ ファレンスサービスや図書館利用論に

関する英文内容を日本語で説明する問題が出題さ

れている。

「図書館管理論」の出題形式では,「記述 (文章)」

(11件)が最 も多 く,書庫管理について説明する

問題が出題されていた。「情報管理論」の場合は
,

「五肢択一」 (8件 ),「 穴埋め (選択式 )」 (8件 )

が最 も多 く出題 されていた.「五肢択一」では
,

電子図書館に関する文章から正 しいものを選択す

る問題,「穴埋め (選択式)」 では,情報技術に関

する文章の空所に該当用語を選択肢から選ぶ問題

が出題されていた。

(4)大学図書館員に必要な知識・技術

永田治樹は,「大学図書館員の知識ベース」 と

して,3領域を提示 した。その 3領域は,1.知
識マネジメント (中核となる知識・技術)領域 (①

コアサービス,②図書と図書館,③新しいサービ

ス,④資料組織化,⑤ コレクション形成),2.
実現環境の知識・技術領域(①図書館の基準やネッ

トワーク,②情報 0出 版流通),3.汎用的・移

転可能な知識0技術領域 (① コミュニケーション
,

②情報技術,③経営管理,④外国語)である24)。

この3領域と図書系専門試験 (筆記試験)の 出題

内容を比較対照した結果,「 3.汎用的 0移転可

能な知識・技術領域」内の「①コミュニケーショ

ン」「③経営管理」を除けば,大学図書館員に必

要な知識 0技術の大部分が,出題されていた。

一方,国立大学図書館協会人材委員会は,「能力・

知識・スキルの習得機会・関連資格等」を説明す

る際に,「経営管理」「図書館情報学の知識」「情

報関連の知識・スキル」「主題知識」「語学力」「基

本的スキル 0資質」の 6領域を提示 した
25)。 この

6領域 と図書系専門試験 (筆記試験)の 出題内容

を比較対照 した結果,「経営管理」「主題知識」を

除けば,大学図書館員に必要な知識・技術の大部

分が,出題されていた。

図書系専門試験 (筆記試験)で作問しにくい「コ

ミュニケーション」や「経営管理」の基礎的な能

力は,第二次試験の面接考査を通 じて評価されて

いる。一方,「主題知識 (特定の主題分野の知識)」

は,直接的には出題されていないが,レ ファレン

ス情報源,各種情報源,分類法等のテーマの中で

間接的に出題されていると考えられる。

4.図書系専門試験 (筆記試験)の考察

国法 (図書)の 図書系専門試験 (筆記試験)で
は,17年 間 (平成16(2004)一 令和 2(2020)年

度,平成21(2009)年度近畿地区も含む)を通 じ

て,計386題 の試験問題が作成され,図書館情報

学の幅広い領域から出題がなされてきた。

学術情報流通,日 録法,分類法,レ ファレンス

情報源に関する問題は,ほぼ毎年出題され,国 内

外の学術情報流通の動向,日 録の記述,分類付与

の知識 も間われている。著作権法に関する問題 も,

ほぼ毎年出題されてお り,大学図書館における図

書館資料の利用及び複製と関連づけて問われるこ

とも多 く,著作権法の十分な理解が求められてい

る.さ らに,情報検索,学術情報政策,図書館利

用教育,情報リテラシー教育,等の大学図書館に

関わりが深いテーマは,頻繁に出題されている。

近年出題が増加 したテーマとしては,「 日本の

学術情報政策」と「障害者サービス」が挙げられ

る.前者では,学術情報流通に関する近年の文書

や調査の知識,後者では,障害を理由とする差別

の解消の推進に関する法律への理解が求められて

いる。

英語問題は,毎年出題されてお り,学術情報流

通,図書館利用教育,情報リテラシー教育を扱っ

た内容が多い。受験者には,国際的な学術 1青報流

通の動向の知識,英語力が求められる。

図書系専門試験 (筆記試験)の試験開始時と近

年の出題傾向を比較すると,初期の段階は,出題

数が多 く,テ ーマを絞った (ピ ンポイント的な)
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問題が出題さていた.しかし,近年は出題数 (令

和 3(2021)年度は16問 )が減少傾向にあるため
,

問題のテーマ設定を広 くし,問題内の小間で様々

な観点の設間をする傾向がみられる。その結果 ,

テーマが融合的になり,関連知識を絡めて解 く設

問も増えている。

出題形式は,「穴埋め (記入式 )」 「穴埋め (選

択式)」 「記述 (文章)」 「記述 (用語)」 「選択」「正

誤判定」「計算」等の採用によって,解答方法が

多岐にわたり,受験者の知識を様々な側面から問

う工夫が見られる。ただし,出題形式と出題テー

マの関連 1生 をみると,著作権法と大学図書館は「正

誤判定」,日 本十進分類法は「穴埋め (記入式)」 ,

英語問題は「記述 (文章 )」 等のように,出題形

式と出題テーマの頻出組合せが一定数存在する。

図書系専門試験 (筆記試験)の問題作成では
,

作問しやすいテーマ (例 :日 本十進分類法),(重

要な領域でも)作問しにくいテーマ (例 :図書館

建築),作問しやすい出題形式 (例 :穴埋め (記

入式・選択式)),作 問しにくい出題形式 (例 :図

示)があるため,筆記試験のみで,採用時に大学

図書館職員に求められる専門的知識を全て間うこ

とは不可能である.さ らに,1回の図書系専門試

験で出題できる問題数に限りがあるため (近年は

16間 ),単年度の試験で大学図書館員に必要な全

分野の知識・技術を問うことは困難であり,年度

によって出題テーマに若千の偏 りが生 じることも

考えられる。

しかし,永田治樹 と国立大学図書館協会人材委

員会が個々に提唱 した大学図書館員に必要な知

識・技術 と図書系専門試験 (筆記試験)の 出題内

容を比較対照 した結果,計386題の全体としては
,

採用時に必要な知識・技術の大部分が出題されて

いることが明らかになった。

国立大学図書館は,長年,図書館職員を採用す

る際に独 自の採用試験を課すことによって,司書

資格の有無にかかわらず,学術情報の流通に携わ

る有為な人材を選考・採用してきた。

国Ⅱ (図書館学)の試験問題は,試験専門委員

(5名 :図 書館情報学の研究者 3名 ,大学図書館

職員 2名 ),お よび,試験問題の作成技術 を持っ

た人事院の担当者が協力 して,19年 間,作間が進

図書館学 2022.9

められてきた
26)。

国Ⅱ (図書館学)の作間の基盤

には,試験問題の作成技術を備えた人事院担当者

の作問支援が寄与 しており,人事院が培った試験

問題の作成技術の一端は,『人事試験総論』
27)等

で把握できる.

国Ⅱ (図書館学)の廃止によって,国立大学図

書館界の先人の努力で制度化された採用試験制度

が,途絶える可能Lも 考えられた。しかし,21世

紀の国立大学図書館職員の尽力によって,国法 (図

書)の 図書系専門試験 (筆記試験)は ,平成16(2004)

年度から令和 4(2022)年 度まで19年 間,継続実

施されてきた。平成24(2012)年度以降,図書系

専門試験 (筆記試験)の地区間格差の改善策とし

て,第一次試験合格者・専門試験受験者の希望に

基づいて,10月 以降に合格者名簿を他地区へ提供

することも導入されている
28。

国法 (図 書)の実施期間は,国 Ⅱ (図 書館学 )

の19年 間と並び立ち,国法 (図書)は ,安定運用

の段階に入ってきた。人事院の試験問題の作成技

法 を踏 まえて計386題 の試験問題 を調査すると
,

こなれない問題 も一部含まれていたが
29),全

体的

に良間が作成され続けている.人事院の財政的・

人的支援なしに,独 自の採用試験を継続実施する

ことは,困難な点 も多いと考えられる。 しか し,

国立大学の学術情報流通に携わる有為な人材を選

考できるように,国法 (図書)の試験制度の永続

が望まれる。

5.おわりに

国立大学の図書館職員採用試験 に関する研究

は,長年,研究資料が不十分であったため,ほ と

んど行われてこなかった。しかし,採用試験制度 ,

採用試験問題を分析・検討することは,新たな試

験問題の作成の基礎資料となるだけでなく,図書

館情報学教育や大学図書館職員の養成のあり方を

考える際にも重要である。

今後の研究では,国法 (図書)の 第二次試験の

面接試験,人事院が実施 した国Ⅱ (図書館学)の

試験問題について明確にしていきたい。

本研究は,JSPS科研費18Kl1985の 助成を受け

たものである。
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